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                 電子納品データ作成マニュアル 

 
１．［電子納品］ボタンをクリックして下さい。 

 
 
２．工事情報登録画面が表示されますので、内容を入力し［登録］ボタンをクリックして下さい。 

(「＊」マークが付いている項目は必須項目ですので、必ず入力をして下さい。) 

 

 
３．［チェック・納品］メニューをクリックして電子納品作成画面に進みます。 
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４．納品物情報設定画面が開きます。「出力容量」を選択します。その他必要事項があれば入力をして下さい。 
入力完了後［設定］ボタンをクリックします。 

 
 
５．納品物選択画面が開きます。「工事帳票」項目のチェックボックス全てにチェックを入れて下さい。 
「作成順」の項目は「発行日付順」に変更して下さい。 
設定完了後に［チェック］ボタンをクリックします。 

 

 
６．「ファイルチェックの結果、エラー項目は見つかりませんでした。」という表示が出たら［作成］ボタンを 
クリックします。 
（※エラーが表示された場合の対処方法は、P.5～をご確認下さい。） 
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７．5～10分程度待ち、［データ作成一覧へ移動］ボタンを選択して下さい。 

 
 
８．データ作成状況一覧画面に切り替わります。 
「電子納品成果物(工事帳票－工事情報)」という項目をクリックして下さい。 

 
 
９．データ作成状況詳細画面に切り替わります。 
 ［ダウンロード］ボタンをクリックして下さい。 

 
 
１０．ファイルの保存先を聞いてきますので、デスクトップなど分かりやすい場所を選択して保存してください。 
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１１．保存場所に「DISK1」という圧縮ファイルが保存されますので、解凍してください。 

              
 
１２．「DISK1」ファイルの中身を CDにコピーしていただき、完了です。 
（※ 施工管理ソフトでデータ取込みを行い、写真データなどとデータをまとめる事もできます。） 

    
 
 
  

DISK1フォルダの 
中身を CDに書き込みします。 
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                 チェック・納品でエラーが表示された場合の対処方法（一括修正） 

 
「チェック・納品」後にエラーが表示された場合、各項目を１つずつ修正するか、一括で修正をします。 
次からは一括で修正する手順を説明します。 
 
１．「一括設定」メニューをクリックして下さい。 

 

 
２．［変更］ボタンをクリックして下さい。 

 
 
３．「オリジナルファイルの作成ソフトバージョン情報」についてエラーが出ている場合、修正します。 
［追加］ボタンをクリックして下さい。 
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４．エラーが出ている添付資料の拡張子について、バージョン名を追加して下さい。 
  （例）xlsx → MicrosoftOffice2016 

 

 
 
５．「打合せ簿の日付情報」についてエラーが出ている場合、修正します。 
  「管理情報の発行日付」、「管理情報の受理日付」、「管理情報の完了日付」それぞれを設定して下さい。 
  設定完了後、［保存］ボタンをクリックして下さい。 
  （基本設定例） 

「管理情報の発行日付」→ 帳票に記載されている発議年月日を設定する。 
    「管理情報の受理日付」→ 帳票に記載されている受理日を設定する。 

「管理情報の完了日付」→ 帳票に記載されている完了日を設定する。 
     それでもエラーが表示される場合がありますので、その後違う項目に 
     設定をしていただき、エラーを少しずつ無くして下さい。 
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６．「オリジナルファイルの作成ソフトバージョン」、「打合せ簿の日付情報」それぞれで［一括反映］ボタンを 
  クリックして下さい。 

 
 
７．修正が完了した文書名一覧が表示されます。 
［戻る］ボタンをクリックして本手順書の２ページ目に戻り、「チェック・納品」を繰り返し行って 
エラーが表示されなくなるまで繰り返します。 

 


